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A Note on the Agriculture in Northeastern Thailand 
一DonDaeng Village Revisited－ー
’Shuichi MIYAGAWA ,・ 
(Faculty of Agriculture, Gifu University) 
m古－は 1981 年の1J.~3!tlζ引きつづき， 1983年6月中旬より12月下旬までタイ東北部の位村lζ滞在し
て，同地のJ;!l業の実態調査を行った。調査対象村は前回と同じドン・デーン村である．調査には前回と
ほほ同誌のl込学系．人文社会学系のメンバーが参加した.1!学系における今次の調査の目的は， 81年の








































みから j•：：；』みへと逃み， nI摘もそのJI日i序で·ill：んでゆく． ζのI主を11ij械で＇ Ii逆！と述べているが，・訟りであっ
たので訂iEしておきたい． ζのよう IC:J前五日ならびに[1)1砲のjfi行は.11ζ悶i注の総｛本ではなく降雨のパ
ターンに樋めて大きく支配されているらしドというのが＇ ／.見学系組謀者・の一致した；岳、凡である. J山Jf~ と
l llitiの）！［(ii)~ と品部の対応は一般的1ζは次のようになる．すなわち低位の山はm~；~iが政も！1！く， i民生組公




が米るならば掛された；：·1；位の III をMえるという ntn序になる．また~iiiの山るJg所をもっているIEHi！の場合
（点北タイ 1ζはsaltspotが多い〉，低みのIllζ充分7）くがたまらねば~t~分地l立が高すぎてi'aが枯れるので
低li'LrlJはrnMが.it主くなるというljゆ：1もある．



























ン・ノーイ村のj辺氏が緋伝棋を1）／~入し． I mi ( 16a ）あたり 120 パーツ（約 1200 円〕の~r~1111fiで向
付の村人の蛍・盟lζ応えたのであるL1l耕の発庄である． 7', 8月の両月は注文が殺到し．回1ζ泊ってま
































モダカ， ミズオオバコ， ミズアオイなどが半t~t＆状態で利用される．対il{'g としてはキャッサパ，陸稲が
四！日．らで．その他ラ・ソカセイ， トウモロコシなどとなる．乙の他クワやワタ，カポヴ lクなども諜闘の一部
lζfl；られ， t fζコ，・I
がら村のE嬰な盟F来1主培j也は1j、／17(：｝いの諜！車lで．あつて..£Jli勾lrai (16 a) J呈皮の悶l也が／1lの阿岸iζi！ l！ 











るのはキャ vサパである．しかし乙の作物は.;j:すにとってはそれほど古い作物ではない． 1960 年代lζ
はケナフが姉んであったし，さらに 1940年代1ζはワタ作りが行われていたようである．キヤ？？パ栽
培はGO年代米i乙始まった． ζの作物の拙付は稲刈後から f:mJVJjjijlζ行われる• I民槌は稲刈前後が多い．本
年はキヤヴサパiζ代ってj出稲の作付申が高かったが，・ζれは4月頃新摘したキャ・ソサパが全くの虫！｛降雨
で枯死し．さらに追I析する芸が自家淵述できなかったため，オカボi乙切り替えたという例が多かったた
めであった．すなわらここにも降雨のパターンが作付・生育を支配する局而を見るζとができる．キャ・ソ a
サパのf1！日絡はECの愉入組mリなと・から現在kgあたり75サタン（約7PJ50鋭〉とかなり下落している．政
府』t見l均は乙れi乙借るものとしてカシューナサツの導入を検討しているとrmいた．
以上のような短い文の中で， m北タイの出諜の姿がいくらかでも伝える乙とができれば幸いである．
ζの稿を記すにあたっては．他のメンバーからの情報にも大きく依拠している．あるいは誤った理解も
少なくないかもしれないが， J-l任の一切はm者が!l.tうものである.・;:' 
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